
（質問順）

【３月５日（木）】　＊午前９時頃から

質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

１ １ ・ 町 長
課 長

１０ 金井 敬子

・

・

２ ・

・

・

【３月５日（木）】　＊午前１０時頃から

質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

２ １ ・ ２ 林　吉広

・

・

・

・

・

・

・

２ ・

・

・

・

３ ・

・

・

・

・

・

・

レッドゾーン指定区域内の世帯数は。

レッドゾーン内の通学路の対策は。

住宅建築費用について支援策はあるか。

住宅移転の促進や既存住宅への構造補強への支援
策は。

安全確保と住民の負担軽減をどのように両立させ
るか。

町 長
課 長プッシュ型通知の整備状況は。

オンライン窓口、スマホ役場を導入する考えはあ
るか。

ＬＩＮＥ等を活用した行政のデジタル化を進める
考えはあるか。

土砂災害特別警戒区域
について

レッドゾーンの指定状況と、支援状況は。 町 長
課 長緊急時の対応策は十分か。

保護者の負担のあり方について、どのような課題
認識を持っているか。

ＰＴＡに対してどのような支援や助言を行ってき
たか。

今後の教育環境をどのように整えていくのか。

新たな学校支援の仕組みへと大きく方向転換して
いくのか。
ＰＴＡに代わる新たな仕組みは考えられるか。

役場に来なくても手続
きができる環境整備に
ついて

オンラインで完結できる手続き等の整備状況は。

番　号 質　　　問　　　要　　　旨

ＰＴＡ活動の休止を契
機とした持続可能な学
校と地域連携の再構築
について

ＰＴＡ活動が休止に至った経緯は。 町 長
教育長
課 長

町及び教育委員会はこれまでの課題をどのように
把握し、どのような対応を取ってきたか。

子どもたちに及ぶ影響をどのように受け止めてい
るか。

保育・学童におけるニーズに応えるための受け入
れ環境の整備は。

新年度予算案における
考え方について

物価高騰に関わる町民生活支援の具体策は。 町 長
課 長「わっこ」・「ぽけっと」に係る予算と、今後の

運営と維持管理に対する考え方は。
旧矢﨑商店の改修、今後の活用や周辺地域の賑わ
い創出の取り組みの進め方と国庫補助等の活用
は。

令和８年３月下諏訪町議会定例会一般質問表

番　号 質　　　問　　　要　　　旨

町民ニーズに応える子
育て支援と教育環境に
ついて

小中学校の給食費無償化に対する考え方と来年度
の保護者負担軽減策の具体的な内容は。

「こども誰でも通園制度」の来年度実施に向けた
準備状況と、懸念される課題への対応は。

※一般質問の持ち時間は１人６０分です。
開始の時間は目安です。



【３月５日（木）】　＊午前１１時１０分頃から

質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

３ １ 安心して産み育てられ
るまちづくりについて

・ 町 長
課 長

４ 竹元 完奈

・

・

・

・

２ いずみ湖公園魅力化に
ついて

・ 町 長
課 長

・

・

・

・

３ ・ 町 長
課 長

・

・

・

ロケ地誘致や作品の協力に対する町の考えは。

コンテンツ産業の文化的資源を活用した情報発信
を観光誘致、移住定住、関係人口の創出にどのよ
うにつなげていく考えか。

いずみ湖公園魅力化に向けた現在の進捗状況は。

いずみ湖公園の魅力を発信する現状の広報は。

いずみ湖公園への交通アクセスの現状と課題は。

いずみ湖公園の広報、コミュニティデザイン、イ
ベント等を集落支援員制度を活用した企画運営に
より魅力化していく考えは。

コンテンツ産業の文化
的資源を活用した町の
魅力発信について

朝ドラや映画、アニメ、漫画等、コンテンツ産業
が地域経済に与える影響について町の認識は。

映像作品等、コンテンツ産業との連携事例は。

重度のつわりや切迫早産など、産前において日常
生活に支障をきたす状況にある妊婦について町の
認識は。
産前において日常生活に支障をきたす状況にある
妊婦及びその家族に対する現在の支援体制は。

産前において日常生活に支障をきたす状況にある
妊婦への家事・育児支援について町の考えは。

産前産後ヘルパー制度の導入について町の考え
は。

妊娠期の孤立防止支援について町の考えは。

いずみ湖公園の今後の活用について町長の考え
は。

番　号 質　　　問　　　要　　　旨

※一般質問の持ち時間は１人６０分です。
開始の時間は目安です。



【３月５日（木）】　＊午後１時３０分頃から

質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

４ １ ・ ９ 花岡　進

・

・

・

・

２ ・

・

・

・

・

・

・

３ ・

・

・

・

・

・

町 長
教育長
課 長ＩＴ系地域クラブの内容と進捗状況は。

既存の地域クラブと部活動地域展開との関係は。

地域クラブ活動体制整備事業の拡充について具体
的な施策は。

学校クラブ活動の継続の可能性は。

部活動における子どもの権利の観点は。

下諏訪向陽高校にはどこの地域から通学している
のか。また、再編された場合には地域等にどのよ
うな影響が考えられるか。
「下諏訪向陽高校の魅力を向上させるための懇談
会」における検討内容と具体的な取り組みは。

「下諏訪向陽高等学校魅力向上支援」の具体的な
内容は。

文科省の「高校教育改革に関するグランドデザイ
ン」の内容と町の見解は。

県の「県立高校の再編に関する基準」の根拠は。
また、県に下諏訪向陽高校の存続を強く求めてい
く考えは。

中学校部活動の地域展
開について

先行する部活動地域展開の現状と、そこから見え
る課題は。

町 長
課 長後期高齢者医療保険料の引き上げ率と増加額は。

子ども・子育て支援納付金について国保加入者へ
の周知方法は。
令和９年度以降の国保税率改定の見通しは。

低所得者世帯への負担軽減の配慮は。また、子ど
も・子育て支援納付金を町負担にできないか。

下諏訪向陽高校の存続
に向けた取り組みにつ
いて

下諏訪向陽高校生からどのような声が聞かれる
か。

町 長
教育長
課 長県への要望の際の懇談内容は。また、懇談内容を

受けての今後の町の対応は。

番　号 質　　　問　　　要　　　旨

国民健康保険及び後期
高齢者医療保険の改善
について

子ども・子育て支援納付金の算定方法は。

※一般質問の持ち時間は１人６０分です。
開始の時間は目安です。



【３月５日（木）】　＊午後２時３０分頃から

質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

・

・

・

・

・

・

・

・

２ 国道１４２号の安全に
ついて

・ 町 長
課 長

・

・

・

３ ・

・

・

・

４ ・ 課 長

・

・

・

・

５ ・

・

・

６ ・

・

・

・

「下諏訪向陽高等学
校」について

第２期高校再編計画を町としてどのように把握し
ているか。

町 長
教育長
課 長下諏訪向陽高等学校が存続されなかった場合、地

域経済にどのような影響が考えられるか。
町として今後、どのように関わっていくのか。

高校再編に対する町の考えは。

今回の結果を踏まえた課題と今後の取り組みは。

「Ｓｕｗａ　ｎｏ　Ｗ
ａ」の支援について

オープンに向けた町としての準備体制は。 町 長
課 長地域の関わり方をどのように考えているか。

継続した施設運営のために町として支援できるこ
とはあるか。

朝ドラ、御柱祭に向けた準備の進捗状況は。

衆議院議員選挙を振り
返って

町の投票率は、前回と比較して向上したか。

庁舎３階にて実施した期日前投票の結果と効果を
どのように分析しているか。
当町における若年層の投票率をどのように捉えて
いるか。

投票所別の投票率をどのように分析しているか。

県要望に対する県の対応は。

事故防止対策をどのように講じていくのか。

観光・地域づくりにつ
いて

観光振興局における今年度の取組内容は。 町 長
課 長来年度の取組方針は。

地域住民や団体等が協力できることはどのような
ことが考えられるか。

現在のマイクロバスにかかる経費は。また、修繕
費はどのようになっているか。

リビルト部品での修理対応は考えられないか。

保育園の送迎バスを改良し、マイクロバスとして
活用できないか。

緊急時の対応や利便性を考慮し、町でのマイクロ
バス所有を再検討できないか。

国道１４２号（浪人塚付近）における事故件数と
そのうち死亡事故の件数は。
事故の要因をどのように把握し、分析している
か。

町 長
課 長

７ 樽川 信仁

今後、中型バスのみの運用とするのか。また、マ
イクロバスはリースとする考えはあるか。

マイクロバスと中型バスの使い勝手などの違いを
どのように検証したのか。

中型バスの都市圏などへの乗り入れ制約について
どのような検討をしたのか。

番　号 質　　　問　　　要　　　旨

５ １ マイクロバスの購入に
ついて

令和７年度予算における車両管理費、自動車借上
料の執行状況と未執行の要因は。

※一般質問の持ち時間は１人６０分です。
開始の時間は目安です。



【３月５日（木）】　＊午後３時４０分頃から

質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

６ １ 事務事業評価結果から
の施策の転換について

・ 町 長
課 長

６ 林　元夫

・ 出会い・婚活の場の提供

・ おでかけ町長室事業

・ 男女共同参画社会づくりの推進

・ 地方創生応援税制寄附金事業

・ デジタル化の推進

・ 生ごみリサイクル事業

・ 資源物等の処理

・ 移動販売事業

・ 一般介護予防事業

・ 施設介護事業

・ 勤労者福祉対策事業

・ しもすわ今昔館おいでや指定管理事業

・ 街なみ環境整備事業

・ 消防団にかかる費用

・ 生涯学習・社会教育の推進

・ 健康運動支援事業

番　号 質　　　問　　　要　　　旨

令和６年度事務事業評価結果から達成度Ｃ、Ｄ評
価の１６事業における令和７年度の進捗状況及び
令和８年度への方向性と、連続して改善が進まな
い事業をどう見直し、どのように政策転換を図る
か。

※一般質問の持ち時間は１人６０分です。
開始の時間は目安です。



【３月６日（金）】　＊午前９時００分頃から

質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

７ １ ふるさと納税について ・ ３ 野沢 弘子

・

・

２ ・

・

・

３ 補聴器の助成について ・ 町 長
課 長

４ ディスレクシアへの配
慮について

・ 町 長
課 長

５ ・

・

・

・

【３月６日（金）】　＊午前１０時００分頃から

質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

８ １ 令和８年度予算につい
て

・ 町 長
課 長

１２ 豐島 健之

・

・

２ 地域経済の発展につい
て

・ 町 長
課 長

・

３ 安心・安全のくらしに
ついて

・ 町 長
課 長

・

商工業振興の各種施策の中には、関係団体と連携
することでより費用対効果が期待される分野があ
るが、その具体的構想は。
将来人口（目標人口推計）とは、どのような考え
の元に設定されたのか。

目標人口推計を見ると、社会増、特に生産年齢人
口比率の増加を想定しているようだが、その為の
町の具体的な施策にはどのようなものがあるか。
太陽光発電など再生可能エネルギーの導入促進と
いった脱炭素型の地域づくりに向けた具体的な構
想（青写真）はあるか。
地域の開発が乱開発にならないような施策を考え
ているか。

分別の徹底に向けた啓発を強化していく考えはあ
るか。

収集現場等における安全対策は。

番　号 質　　　問　　　要　　　旨

町は地域を取りまく経済の現状と先行きをどの様
に想定したのか。

積極型予算の意味する所は何か。予算額の多寡な
のか、費用対効果の多寡なのか。

学校給食を利用していない児童への対応と支援策
は。

難聴児への補聴器購入費助成の状況と医療機関と
の連携・支援体制の町の考えは。

窓口業務において読み書き困難な方に対してどの
ように配慮するのか。

リチウムイオン電池の
回収について

リチウムイオン電池を起因とする発煙・発火の実
情は。

町 長
課 長

分別回収の方法と周知の状況は。

ふるさと納税の取り組みをどのように分析して関
係人口の創出に繋げていくのか。

町 長
課 長

クラウドファンディング型ふるさと納税の取り組
みと実績は。

企業版ふるさと納税の取り組みと実績は。また、
今後の展望は。

小学校給食費の負担軽
減について

小学校給食費の負担軽減の内容と保護者負担の見
込みは。

町 長
課 長

学校給食を利用していない児童の状況とその実態
は把握されているか。

番　号 質　　　問　　　要　　　旨

※一般質問の持ち時間は１人６０分です。
開始の時間は目安です。



【３月６日（金）】　＊午前１１時１０分頃から

質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

９ １ 安心安全について ・ 町 長
課 長

１３ 松井 節夫

・

・

・

・

２ 観光振興について ・ 町 長
課 長

・

・

・

３ 施政方針について ・ 町 長

【３月６日（金）】　＊午後１時３０分頃から

質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

１０ １ 新年度予算について ・ 町 長
課 長

１１ 青木 利子

・

２ グランドデザイン諏訪
湖畔地区の複合施設整
備について

・ 町 長
課 長

３ ・

・

４ ・

・

５ ・

・

６ 空き家等仲介補助事業
について

・ 町 長
課 長

町内に点在する空き家の実態とその対策をどのよ
うに考えるか。

ＡＩの活用促進につい
て

ＡＩの活用講座等も実施されているが、庁舎内外
においてどのように活用され、また、どのような
ことに期待をしているか。

町 長
課 長

ＡＩが自ら動く伴走型・実践型のスタイルを庁舎
内にどのように取り入れていくのか。

「子育て・交流テラス
わっこ」について

平日の乳幼児と小学生以上との時間区分を設けて
の運営をどのように考えているか。

町 長
課 長

子育て世代の定着への期待と交流強化の取り組み
は。

新年度予算において特に注力するべき施策につい
て町長の考えは。
旧矢﨑商店の国登録有形文化財の登録及び改修実
施設計の詳細と新年度に予定されている改修工事
はどのように進められるのか。
オープンを控えた「Ｓｕｗａ　ｎｏ　Ｗａ（スワ
ノ　ワ）」の具体的な運営と期待する効果をどの
ように考えているか。

観光・地域づくりセミ
ナーについて

観光・地域づくりセミナーで報告された数値等を
どのように活かしていくのか。

町 長
課 長

人口減少の局面において観光が地域を豊かにする
手段をどのように考えるか。

公園や道路などの除草の日程を事前周知できない
か。

八島駐車場のトイレを冬期も使用できるようにで
きないか。

赤砂崎公園の「Ｓｕｗａ　ｎｏ　Ｗａ」を拠点と
した観光をどのように考えるか。

「おもしろく　しもすわ」の具体的な施策をどの
ように考えているか。

番　号 質　　　問　　　要　　　旨

国道１４２号下屋敷の法面の灌木除去はできない
か。また、町内の危険木の除去状況は。
危険木除去等に対する補助金の検討の状況は。

落ち葉の処理は誰がやるのか。住民が落ち葉を処
理する場合に町の支援はできるか。

林野火災に対するジェットシューターやチェーン
ソーなどの備えは十分か。
向陽坂の街路灯の増設やソーラー照明ランプの設
置はできないか。
秋宮周辺のグランドデザインを具体化するため国
の補助等を活用して地元との協議会を再開できな
いか。

番　号 質　　　問　　　要　　　旨

※一般質問の持ち時間は１人６０分です。
開始の時間は目安です。



【３月６日（金）】　＊午後２時３０分頃から

質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

１１ １ ・ ５ 髙橋 幸二

・

・

・

２ 移住者の定着について ・ 町 長
課 長

・

・

３ ・ 町 長
課 長

・

・

４ ・ 町 長
課 長

・

・

【３月６日（金）】　＊午後３時４０分頃から

質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

１２ １ イオンスタイル諏訪の
再開について

・ 町 長
課 長

８ 大橋 和子

・

・

・

２ ・

・

・

・

・

・

３ ・

・

・

・

・

・

稼げる観光の具体的な目標額は。

宿泊税を活用した施策をどのように考えている
か。

新年度の観光戦略につ
いて

新年度の観光における主な戦略は。 町 長
課 長観光資源の再発掘をどう考えるか。

諏訪大社ブランドの推進は。

住民協働によるイベントの観光化は。

町 長
課 長要介護認定に至る主な要因と傾向は。

要介護者の支援やフレイル対策の実施状況とその
成果は。

フレイル予防の施策は十分か。また、手法の改善
や今後の施策をどのように考えるか。

理想の介護をどのように考えるか。

ソーシャルキャピタルの醸成において自治体がで
きる範囲をどのように考えるか。

イオンスタイル諏訪の再開による地元商店への影
響をどのように考えるか。

現在営業をしている地元商店が共に発展するため
の施策は。

イオンスタイル諏訪に地元商店をテナントとする
考えは。また、テナントとして営業した場合に補
助はできないか。
「子育て・交流テラス　わっこ」内に、町民や生
徒、学生のアイデアを掲示する場所を設けること
はできないか。

高齢者のフレイル対策
について

高齢者数の経年的推移と要介護者の現況は。

宿泊につながる観光資源の磨き上げと今後の方向
性は。

移住・関係人口を地域
活力につなげる取り組
みについて

移住希望者の仕事づくりや就業支援をどのように
進めているか。

空き家・空き店舗の活用と移住促進をどのように
連携させていくか。

移住者や関係人口と共にどのようなまちづくりを
進めていくのか、その将来像と方向性は。

番　号 質　　　問　　　要　　　旨

カスハラ発生時の初期対応とエスカレーション体
制は。

若手・新人職員を含めたカスハラ対応研修の実施
状況は。

移住者の定着率や転出状況をどのように把握して
いるか。

移住者の定着に向けた支援策とその効果は。

移住者から“住み続けたい町”と言われるための
将来ビジョンについて町の考えは。

観光客を「通過」から
「滞在」へとつなげる
取り組みについて

観光客の滞在時間延長に向けた取り組みと課題
は。

まちなか回遊性と商店街活性化の連携についての
取り組みと今後の方向性は。

番　号 質　　　問　　　要　　　旨

役場内におけるカスタ
マーハラスメント対策
について

職員のクレームとカスハラの違いに対する理解度
は。

町 長
課 長

庁舎内におけるカスハラ対策の「見える化」の取
り組み状況は。

※一般質問の持ち時間は１人６０分です。
開始の時間は目安です。


